
機能 内容

大型建物復元AR
CGで復元した弥生時代の大型建物の
外観・内部を、さまざまな角度から
見ることができます。

弥生のお宝探し
史跡公園内の発掘調査した地点を巡
り、画面上で遺物の発掘体験ができ
ます。

顔認識で弥生人に大
変身！

顔認識機能により、画面に映った顔
が弥生時代のシャーマンなどに変身
します。

主な仕様

町役場からの最新ニュースをお届け

A
R
唐
古
・
鍵
遺
跡
～
よ
み
が
え
る
弥
生
の
ム
ラ
～

弥
生
時
代
の
風
景
な
ど
を
楽
し
め
ま
す

　
唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡
公
園
に
弥
生
時
代

の
風
景
を
再
現
す
る
ア
プ
リ「
A
R
唐
古・

鍵
遺
跡
～
よ
み
が
え
る
弥
生
の
ム
ラ
～
」

がA
pp Store

、G
oogle Play

で
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
プ
リ
は
「
大
型
建
物
復
元

A
R
」
や
「
弥
生
の
お
宝
探
し
」
な
ど
、

唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡
公
園
を
巡
り
、
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
、
ま
た
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡

公
園
事
務
所
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
借
り
て
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
借
用
を
希
望
す
る
人
は
、
唐
古
・
鍵
遺

跡
史
跡
公
園
事
務
所
の
窓
口
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問　
文
化
財
保
存
課
☎
32
・
4
4
0
4
／
唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡
公
園
事
務
所
☎
34
・
5
5
0
0

ダウンロード方法
　次のQRコードからダウンロードしてください。
　なお、アプリのサイズが大きいので、Wi-Fi 環境でのダウ
ンロードをお勧めします。唐古・鍵遺跡史跡公園の近隣では、
道の駅「レスティ唐古・鍵」がWi-Fi スポットです。

App
Store

Google
Play
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日
時

▼
午
前
の
部
…
午
前
10
時
～
正
午

　
（
受
付
＝
午
前
9
時
30
分
か
ら
）

▼
午
後
の
部
…
午
後
1
時
～
3
時

　
（
受
付
＝
午
後
0
時
30
分
か
ら
）

集
合
場
所　
道
の
駅
「
レ
ス
テ
ィ
唐
古
・

鍵
」
2
階　
多
目
的
室

定
員　
30
人
（
当
日
受
付
／
先
着
順
）

年
齢
不
問
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

持
ち
物　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
（iO

S,A
ndroid

端
末
に
限
る
）

そ
の
他　
貸
出
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
5
台
用

意
し
て
い
ま
す
。
台
数
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
可
能
な
限
り
ご
自
身
の
端
末
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

4
月

29
日
㈷

目
指
せ
！

キ
ミ
も
弥
生
ト
ラ
ベ
ラ
ー

　
「
A
R
唐
古
・
鍵
遺
跡
～
よ
み
が
え
る

弥
生
の
ム
ラ
～
」
を
実
際
に
操
作
し
な
が

ら
史
跡
公
園
を
歩
き
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
通
し
て
弥
生
時

代
旅
行
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡
公
園
の
新
た
な
楽

し
み
方
が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。
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木
もくぞうあみだにょらいおよびりょうきょうじぞう

造阿弥陀如来及両脇侍像　３躯
種別 有形文化財（彫刻）
所在地 田原本町大字蔵堂 354
所有者 浄福寺

像高
（阿弥陀）87.7cm
（観音）61.8cm
（勢至）62.2cm

時代 鎌倉時代（13世紀初頭）
指定年月日 平成 31年２月 22日

写真：奈良県教育委員会提供

東小学校

中央体育館

ふれあい
センター

村屋神社

浄福寺

蔵堂

伊与戸

大木

河川公園

笠形

味間

金沢

東井上
西井上

為川南方
大安寺

浄福寺の位置

浄福寺の阿弥陀三尊像が
県の有形文化財に指定

町内では８件目の県指定となります

　浄福寺は、田原本町大字蔵堂に所在する融通念仏宗の寺院です。そ
の本尊である阿弥陀三尊像が、新たに県の有形文化財に指定されまし
た。これで町内の県指定文化財は８件目となります。 問　文化財保存課☎ 32-4404

　本三尊像は、中尊の阿弥陀如来、両脇
きょうじ
侍の観音菩

ぼさ つ
薩・

勢
せいし
至菩薩から成ります。阿弥陀（写真中央）は来迎印を
結び、観音（向かって右）は片膝を立て両手で蓮台を捧
げ、勢至（向かって左）はひざまずいて合掌します。
　この姿は、臨終を迎える者のもとに極楽浄土から阿弥
陀三尊が迎えに来た場面を現しています。両脇侍の衣が
たなびきながら翻る様子は、そのスピード感と臨場感が
表れており、当時の極楽浄土や来迎への篤

あつ
い信仰がうか

がえます。
　本三尊像の顔立ちや衣などの表現、構造から、制作は
13世紀初めごろと考えられます。京都仏師の作とされ
る京都・盧

ろ
山
ざん
寺の阿弥陀三尊像（国指定重要文化財）と

は、様式や構造の共通点が多く、作者系統を考えるうえ
でも注目されます。
　県内での坐像形式の来迎彫像は珍しく貴重であるとと
もに、彫刻史上においても高い価値を持つものです。

拝観　直接、浄福寺（☎ 33-4180）へお問い合わ
せください。


